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パンコウボ (Saccharomyces oviformis M-2) チトクローム c の全アミノ酸配列決定の試みは著者の













以上の研究の結果， 13個のトリプシンペプチド断片を 6 個の断片にまとめあげることができた口そ
のうち 2 個はそれぞれチトクローム c の N および C 末端に位置することがすでにわかっているが，
残る 4 個の相互配列は本研究では決定できず，ひきつづき当研究室で行なわれた研究によりあきらか
にされ，パンコウボチトクローム c の全アミノ酸配列が提出されたロ
ついで著者は，上述のコウボ S. oviformis M-2 よりアクリフラピン処理によって呼吸欠損菌を分離
し，両者のチトクローム c の一次構造を比較した。 この呼吸欠担菌は細胞質性(非核性)遺伝の現
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象をしめし，チトクローム a， b を含まず c のみを含有する乙とが知られている口従来の遺伝学的知
見よりすれば，欠損菌のチトクローム c は一次構造に変化を受けていないと考えられるが，最近，野
生型コウボはこれまで知られているチトクローム c のほかに少量のイソチトクローム c を含む乙と
が報告されているので， 欠損菌においてはこれら 2 種類のイソチトクローム c の比率に変動をきた
している可能性もあり，これらの点を合わせて検討したD
また，コウボの多数の strain のうち，遺伝学的および生化学的に最もよく研究されているのは，
S. cerevisiae であり， チトクローム c の一次構造を遺伝的または生理的見地より研究するためには
S. cerevisiae のチトクローム c の構造を知ることが望ましい口その観点より， S. cerevisiae，ならび
にそのアクリフラピン処理によってえた呼吸欠損菌よりチ卜クロームをとり出して一次構造を比較し
fこ D
その結果，これら 4 種類のコウボ (S. oviformis M-2, S. cerevisiae およびそれらの呼吸欠損菌)で
は Amberlite CG-50 のイオン交換クロマトグラフィーによっていずれも一種類 (isoー l 型)のチトク
ローム c のみがみとめられ， それらはアミノ酸組成とトリプシン分解物のペプチドマップから同じ
一次構造をもつことがわかった，ゆえにこの細胞質性欠損菌は，すくなくとも“isoー 1" 型チトクロー
ム C のアミノ酸配列と，イソチトクローム c の比率とを決定する遺伝因子に変動を受けていないと
結論した。
論文の審査結果の要旨




らの完全構造あるいは部分構造を決定し， 108個のアミノ酸を含有するチトクローム c を 6 断片にま
とめることに成功した。本研究のみで一次構造を完全に決定することはできなかったが，並行して行
なわれた共同研究者の結果をあわせると，完全に一次構造が決定されたことになる D
さらに矢追君は，生化学的および遺伝学的研究がよくなされている S. cerevisiae のチトクローム c
の一次構造を決定することは重要であると考え， S. oviformis のチトクローム c の一次構造と比較し
て，両者は同一であることを証明した。
一方酵母を acri日avin 処理すると呼吸欠損株に変異し，これは染色体に依存しない遺伝形式をとる
ので注目されているロ 乙の呼吸欠損株は正常に近いチトクローム c を含有するが，チトクローム系
の他の員子は存在しないか存在しても極く僅かであることが知られている。
そこで S. oviformis および S. cerevisiae を acriflavin 処理して得られる変異株について，チトクロ
ーム系の酵素化学的，また遺伝学的解析を行ない，得られたものは呼吸欠損株であることを確認し，
それぞれからチトクローム c を分離，カラムクロマトグラフィーでの挙動，アミノ酸分析， トリプ
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シンペプチドマップの比較から，呼吸欠損株のチトクローム c は野性型のと全く同ーである乙とを
明らかにした。乙れらの結果から細胞質変異による呼吸欠損株では，チトクローム C の一次構造を
決定する遺伝子には少なくとも変異のないことを結論した口
以上の矢追君の論文は，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めた。
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